
市民による芸術文化創造

コーディネーター：小田原市文化連盟

・小田原市民文化祭のオープニング事業を通じて

文化祭のあるべき姿をもとめて、期間のことや告

知の事、発表会の事を試行及び施行をダイナシ

ティキャニオンや市民会館などで行ってきまし

た。

活動の成果

まちなかミュゼでは街中に芸術があふれること

で活性化に寄与し、まちの回遊性の向上に役立ち

ました。

ＡｒｔＮｏｗでは天守閣や清閑亭に作品を展示する

など、小田原のまちと芸術の融合を実現させてき

ました。

小田原市民文化祭のオープニングでは、ダイナ

シティのキャニオンなどで行うことで、多くの市

民に芸術に触れる機会を提供できました。

今後の展望

この活動を継続するために、これまで集まった

芸術家による組織化を検討します。

文化祭のオープニングは、更なる周知活動と幅

広い分野の市民の参加を促すとともに、上質な音

楽系も取り入れることにより、小田原らしい文化

芸術フェスを構築化(プラットホーム)、イベント

化していきます。

参考ＵＲＬ
http://odawara-art-now.blogspot.jp/

取組の背景

市行政に寄せられた文化行政の課題として、文

化祭の期間の長さや、マンネリ化の問題、文化祭

の告知の方法等を含め、平成２２年１月２９日に下記

活動の狙いのように、課題を市長(行政)よりいた

だき、共に共有し、それぞれを実行化することと

しました。

活動の狙い

無尽蔵プロジェクト・市民による芸術文化の創

造は次の目的を持って始まりました。

①文化芸術に関わる人材の把握と若手など後継者

の人材の育成。

②小田原で芸術活動に携わる人による子供達への

育成普及。

③展示会、音楽会等様々な分野の芸術鑑賞を低料

金で行い。その情報発信を行うこと。

④小田原市民文化祭の期間の長さの問題の解決

と、新たな方式による文化祭の再構築。

⑤芸術文化創造センターの建設にあたり、そこで

行う文化事業の参加団体をする。

⑥芸術文化創造センターの自主企画や担い手育成等

実施内容

・文化芸術を身近にする企画として、山月や清閑

邸の邸園にて、口笛コンサートやアート展、文化

を喰う会を開催しました。

・市内店舗の活性化と作家との関わりを創出する

ため、まちなかミュゼを開催しました。

・ＡｒｔＮｏｗ（５回）を通じて作家の参加を促し、

延べで７０名の作家の参加を実現しました。

・子供を対象としたワークショップを積極的に行

うことで、芸術の育成普及を図ってきました。

・「アートカレンダー」をブログ形式で展開す

ることにより、様々な芸術関係のイベントの周

知を行ってきました。



取組の経過

平成22年11月

「文化芸術」始動

市民による芸術文化の創造は、当初の市側との

話から、後継者の問題や、子供達への育成普及、

市民への鑑賞事業の提供などが課題として挙げら

れてきました。

後継者問題については、ＡｒｔＮｏｗや小田原市民

文化祭のオープニングでこれまで埋もれがちだっ

た若手アーティストや組織に入らない作家、東京

や横浜で活動する作家の参加が促進できました。

平成23年～

小田原市民文化祭オープニング

子どもへの育成普及については、ダイナシティ

キャニオンで行われた小田原市民文化祭のオープ

ニングで、子どもを対象にしたワークショップを

開催し、買い物などで来ていた子ども達に芸術活

動に触れる機会を提供することができました。

平成24年10月10日～

まちなかぶらりミュゼ開催

まちなかミュゼでは、普段芸術に触れることの

少ない市民にその機会を提供してきました。

これまでの活動は、市民による芸術文化の創造

として、大変有意義であるものと考えますが、費

用面や高齢化による後継者問題などは、今後も引

き続き対応していくべき課題として残っていま

す。

今後の取組としては、これまでの無尽蔵プロ

ジェクトのメンバーでイベントを行う場合は、上

質な作品の展示やコンサートを行うこととし、か

つ一般参加の場作りも行っていくことを検討して

います。

まちなかぶらりミュゼ チラシ

小田原市民文化祭オープニング テーマは“笑い”

無尽蔵プロジェクト～市民による芸術文化創造～

※平成26年11月18日時点の情報です。


